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PC (32: 0)と同定された。これらのMALDI-IMSの結

果から， 再発したトリプルネガテイプ乳がん組織では，

非再発群よリもPC (32 : 1)の発現量が間質領域よリも

多く， 同時に再発予測因子の候補となる可能性が示され

た。

おわりに

乳がんの 手術検体を用いたMALDI-IMSによる脂質の

可視化について解説したが， がん領域と間質領域が混在

する手術検体の ような場合に， とても有効な解析手法で

あることがわかっていただけたら幸いである。実際に，

日本脂質生化学会では「LipidBank」という生理活性脂質

デ ータペース を公開し ，質量分析イメ ー ジングのデ ータ
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も拡大中であリ(http://lipidbank.jp/）， データの蓄積

に伴いその 解析も重要性が増している。われわれの国際
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